
 

 

第 50 回 

青森県医学検査学会 
 

 

 

発表要旨集  

 

 

会期：令和 6 年 6 月 16 日(日) 

会場：十和田市民文化センター 
大ホール 

ZOOM（LIVE）  
 

 

学会長  國分 慎 
 

（一社）青森県臨床検査技師会 上十三支部支部長 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：（一社）青森県臨床検査技師会 

担当：（一社）青森県臨床検査技師会 上十三支部 
  

 



 

学 会 長：國分 慎   （一社）青森県臨床検査技師会 上十三支部長 

 

実行委員長：加藤 泰史  （一社）青森県臨床検査技師会 上十三支部事務局長 

 

運営委員長：佐々木 義明 （一社）青森県臨床検査技師会 上十三支部副支部長 

 

 

学会日程 

  8:30～ 
9:00- 

9:50 

9:50- 

9:55 

9:55- 

12:11 

12:11- 

13:00 

13:00- 

14:00 

14:00- 

15:00 

15:00- 

15:10 

大ホール 受付 

総会 

開会式 

一般演題 

休憩 教育講演 特別講演 閉会式 
表彰式 

(No.1～
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第一研修室・大ホール ホワイエ 企業展示 

 
 

 

 

〇教育講演＜13:00～14:00＞ 

   司会：佐々木 義明（ 公立野辺地病院 ） 

 

『「地域医療構想、診療報酬改定、タスクシフト」臨床検査部門にできることは～』 

 

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

             LS事業部プロジェクトマネジメント室 

糸屋 英俊 先生 

 

 

〇特別講演＜14:00～15:00＞ 

司会：國分 慎（ 十和田市立中央病院 ） 

 

『災害対応講義 

〜日頃の備えがあなたと大切な人を守る 臨床検査技師の皆様へ』 
 

十和田市立中央病院 消化器病センター長 診療部長 

          青森県 災害医療コーディネーター 

東北大学医学部 臨床准教授 

藪内 伸一 先生 

  



演者および座長の方へ 
 

発表について 
 

1. 会場またはZOOMでPC発表のみ（Windows用Microsoft PowerPointで作成）となります。 

 

2. 発表はご自身でパソコンを操作して行ってください。 

注目箇所を示す場合はパワーポイントの「レーザーポインタ」機能を利用してください。 

 

3. 講演時の COI の自己申告をお願いします。発表の際には COI 自己申告書をスライド

の最初に開示してください。 

 

4. 動画を使用する場合は、標準の Windows Media Player で動作する形式にて作成し、

Power Point に貼りつけてください。通信環境によっては視聴者側で動きが遅くなる

場合があります。 

 

5. 発表時間は 6 分、討論 2 分とします。発表時間を厳守してください。 

  



一般演題（ 9:55〜12:11） 
 

〇微生物部門 

9：55～10：19  座長：小又 誉史（公立七戸病院） 

 

No.1 血液培養から分離された Brachyspira pilosicoli の一例 

篠村 桃花（青森県立中央病院） 

 

No.2 当院で検出した Candida auris 

小山 敬大（青森市民病院） 

 

No.3 VRE スクリーニング培地の比較検討 

相内 彩伽（八戸市立市民病院） 

 

 

〇免疫血清・臨床化学・チーム医療部門 

10：19～10：43  座長：前山 宏太 （十和田市立中央病院） 

 

No.4 AIA-パックⓇプロラクチンⅡの性能評価 

山崎 栞菜（青森県立中央病院） 

 

No.5 顕著な脂質異常症を呈した原発性胆汁性胆管炎の一例 

松館 洸一（独立行政法人 労働者健康安全機構  

青森労災病院） 

 

No.6 臨床検査技師による持続皮下グルコース検査指導の経験からみえた効果と課題について 

手代森 京花（八戸赤十字病院） 

 

 

〇血液部門 

10：43～10：59  座長：木村 俊太 （黒石病院） 

 

No.7 偏食により発症した巨赤芽球性貧血の１症例 

川島 健太郎（国立大学法人 弘前大学医学部附属病院） 

 

No.8 青森県における凝固検査検体取扱いに関する 

コンセンサスの遵守状況：都市部との比較 

大井 惇矢（八戸市立市民病院） 

 

 

 

 

 

 



〇病理・細胞部門 

10：59～11：23  座長：及川 颯大 （弘前大学医学部附属病院） 

 

No.9 部署の垣根を超えた手術標本処理の協力体制 

白山 楓亜（十和田市立中央病院） 

 

No.10 当院病理検査室のタスク・シフトの試み 

高畑 英智（八戸市立市民病院） 

 

No.11 膀胱原発悪性リンパ腫の 1例 

外崎 生（青森県立中央病院） 

 

〇生理部門 

11：23～11：39  座長：三上 ルリ子 （健生病院） 

 

No.12 当院で経験した乳房インプラント破損の一例 

岩谷 美歩（青森県立中央病院） 

 

No.13 大腸と腎と膀胱にマラコプラキアを発症した症例 

上村 綾菜（八戸市立市民病院） 

 

 

〇チーム医療・管理運営・その他・教育部門 

11：39～11：55  座長：松館 洸一 

（独立行政法人 労働者健康安全機構 青森労災病院） 

 

No.14 当院における受入不可検体の推移と傾向 

横山 寛朗（青森県立中央病院） 

 

No.15 初めての臨地実習生受け入れと今後の課題について 

門脇 千加（八戸赤十字病院） 

 

11：55～12：11  座長：吉田 泰憲 

（独立行政法人 労働者健康安全機構 青森労災病院） 

 

No.16 当院における臨床検査技師と災害対応との関わり 

松田 梨花（十和田市立中央病院） 

 

No.17 化学物質管理関連政省令改正への当院での取り組みについて 

八木橋 祐弥（青森市民病院） 

 

 

  



【教育講演】 
 

『「地域医療構想、診療報酬改定、タスクシフト」 

臨床検査部門にできることは～』 
 

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

LS事業部プロジェクトマネジメント室 

糸屋 英俊 

 

 

超高齢社会にも耐えうる医療提供体制を構築するため、2014 年 (平成 26

年）6 月に成立した「医療介護総合確保推進法」によって、「地域医療構想」

が制度化されました。地域医療構想は、将来人口推計をもとに 2025 年に

必要となる病床数を 4 つの医療機能（高度急性期、急性期、回復期、慢性

期）ごとに推計した上で、地域の医療関係者の協議を通じて病床の機能分

化と連携を進め、効率的な医療提供体制を実現する取組みです。  

 この取り組みに伴い、昨今の診療報酬改定では、それぞれの病院の機能

分化に応じて、メリハリを利かせた改定が行われています。基幹病院には、

急性期充実体制加算、総合入院体制加算など、地域医療支援病院、紹介受

診重点医療機関には、地域医療体制確保加算、地域医療支援病院入院診療

加算、紹介受診重点医療機関入院診療加算など、かかりつけ機能を担う医

療機関には、在宅療養 (後方 )支援病院を対象とする診療報酬などが、その

象徴的な診療報酬となります。  

 一方で、「地域医療構想」に加え、「医師の働き方改革」、「医師偏在対策」

が三位一体の改革として掲げられています。医師の働き方改革に伴うタス

クシフトについて、その現状と医師労働時間短縮計画のタイムラインにつ

いての情報を共有いたします。  

 このような環境の変化の中で、臨床検査室から発信できる業務提案につ

いて、①タスクシフト自体の視点、②病院機能（地域医療構想）の視点、

③臨床検査部門の視点の 3 視点から、皆様と一緒にできることは何かを考

えてまいります。  
 

  



【特別講演】 
 

『災害対応講義 

〜日頃の備えがあなたと大切な人を守る 臨床検査技師の皆様へ』 
 

十和田市立中央病院 消化器病センター長、外科診療部長 

青森県 災害医療コーディネーター 

東北大学医学部 臨床准教授 

藪内 伸一 

 

 

【はじめに】 

令和 6 年能登半島地震で、犠牲になられた方へ哀悼の意を表するとともに、被害を受け

られた方に心よりお見舞い申し上げます。 

 

地震大国と言われる日本。2011 年 3 月東日本大震災、2016 年 4 月熊本地震、2018 年 9

月北海道胆振東部地震など、過去にも多くの地震被害を経験してきた。2024 年元日に石

川県能登半島で最大震度 7 の巨大地震が発災した。現在も多くの被災者が避難生活を強

いられ、インフラの復旧や生活再建に時間を要している。 

 

近い将来に発生が危惧される南海トラフ地震など、大規模な震災による被害が懸念され

ている。 

青森県においても、海溝型地震・津波や活断層により地震被害が生じる恐れがある。令

和 2 年 4 月には「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル」が公表され、新たな津波

浸水想定などを踏まえて、青森県での地震被害想定が改訂された。震源に近い太平洋沿

岸の地域では震度 6 強、内陸側でも広い範囲で震度 5 強の予測となっている。太平洋側

では八戸市などで、20ｍ以上の高さの津波が予測され、震源から遠い青森市やむつ市な

どの市街地でも浸水が予想されている。人的被害・建物被害について、大きな被害が予

想されていますが、ご自身や勤務先での準備はされているでしょうか。 

 

北海道胆振東部地震では全道停電、能登半島地震では上下水道の被害・道路が寸断され

交通遮断が課題であった。また、豪雨災害などの自然災害など、想定を超えるのが災害

である。そして災害は、季節や時間帯を問わずに発生するため、平時の備えが重要であ

る。 

組織としては、初動体制・指揮命令系統 CSCA の構築が重要であり、災害対応において

基本原則であると考えます。平時からの災害対策マニュアルの整備、これに基づく訓練

が重要である。十和田市立中央病院は、上十三地域医療圏の災害拠点病院である。2023

年 8 月青森県総合防災訓練、2023 年 10 月青森県を会場とした東北ブロック DMAT 参集

訓練にあわせて、病院内の災害対応訓練を行った。10 月の訓練では、院内職員は、医

師、看護師の他、薬剤師、放射線技師、臨床検査技師など、他職種含めて 120 名が参

加。災害対策本部設置訓練、傷病者受入訓練並びに支援 DMAT 授援訓練を実施した。 

 

 



ひとたび災害が起これば、被災者を救済すること、地域住民の命と健康を守ることも、

医療に携わる者にとって大きな使命となる。臨床検査技師の皆様が、災害への備えについ

て、今一度考える機会となれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1                                     一般演題 微生物 

 

2                                     一般演題 微生物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3                                     一般演題 微生物 

 
 

4                                    一般演題 免疫血清 

 



5                                    一般演題 臨床化学 

 
 

6                                   一般演題 チーム医療 

 



7                                      一般演題 血液 

 
 

8                                      一般演題 血液 

 



9                                      一般演題 病理 

 
 

10                                     一般演題 病理 

 



11                                     一般演題 細胞 

 
 

12                                     一般演題 生理 

 



13                                     一般演題 生理 

 
 

14                                     一般演題 その他 

 



15                                     一般演題 教育 

 
 

16                                   一般演題 チーム医療 

 



17                                    一般演題 管理運営 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

会場案内図 

 

 
十和田市民文化センター・十和田市生涯学習センター 

〒034-0083 青森県十和田市西三番町２－１ 

TEL 0176-22-5200   FAX 0176-22-5098 

 

 

十和田市民文化センターのアクセス 

https://www.city.towada.lg.jp/shisei/shisetsu/access.html 


